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人が以で山'{1:えをした折に優雅な舞に

魅せらオ� l、 その !土~M~を体得 して郷虫に

リ11;() {'，: 円 に (ムほし 、 1 ~ j-1 1 4 [] の道祖神 .舞の種類� 

管理者 山田非親主主.

iij

類.彊 ~黒指定無形良俗文化財

所在地�  . 六 郷 町 落居� 6137香土色� 

i争各寺内山必の科系獅子
指定年月日�  . 昭和 35年� 11月 7日� 

この f:li f'は、IUJ1ll(1J! 4E::1集治道制神

にI'(J); 1Jf' jの家の奥座敷で舞!した後、m!'i

い、:l1:JほiDIl'!(， II: '~Q '日干定な どを祈祷し

た後、民的作いを1"1ります。� {o衣によ

/:るとノ?からJ(Xl{1{'l、，T iJ¥mIという

f;当に1J!十Jたと(ムえられます。これが河 u卸神楽獅 「 平幕の舞
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(以(J'のために厳 しい;どめが昭和初期� 

t([まであ りました。例えば 「集落で成

民した片山でなければFr'f'Jが前されな

かったJ 11J1r・|仙のtl?写が 午されなかっ

た」ことなどで寸。その後、幾多の変� 

j韮を粁て、今川に{o依されています。� 

2.

/¥)H:の舞� 

二)恋!硲はらい� 

獅子狂言
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手重 ま頁 息指定工芸

所在地 プで~fir回丁;客足ト 6137 吾争士t!è 

管 理者 t争善寺

指定年月日 日召手口� 58年� 12只� 7日
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「甲州落肘山大中寺宝建久八� 1巳
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，鰐口は社殿や仏堂の正面の軒下に架 表する美術的価値の高い工芸品であり ••••• 

きんます。

左上の鰐口は無銘ですが、古式のも

けられた金属製の具です。横から見る

と鰐の口に似ていることからこのよう 4・� 
に呼lまれるようになりました。� ので、すぐれた技術を見せています。 各会

L

j争善寺の鰐口は、銅製で三口保存さ

れており、このうち二日が県指定の文 j争者寺撃子
化財です。

右仁の鰐口は先年まで境内の七向ー堂

に懸けられていました。銅製で面経� 

16.2cm・縁厚4.Scm.胎厚� S.Scmほどで、

形態がよくととのっています。表裏両

面に同心円をえがく数条の圏線が鋳出

されていますが、撞座の設けはなく製

作年代の特色をしめしています。両面

の外帯にそれぞれ次の刻銘がみられま

す。「甲州大中寺鎮守天神

宮J(表) r応永第十年五月 とがわかります。� 

初四日� J (裏)県下でも在銘

遺品の中では上位に位する

古作で、作風もすくぐれて美

しく、室町時代の初期を代� 

季」の銘があります。文化財の指

定は受けていないが、今後、より

形態その他から� 14世紀の制作と推定 総合的な調査、検討の要があり
されます。 ます。
面径� 18此m・縁厚� S.4cm.胎厚� 7.0cm

であり 、撞座の備えがあります。

いずれの鰐口も家内安全の願いがこ

められて奉納されたこ
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と日われています。出戸神楽の流れを

く み、 ì~i:i 1=1 は判IpF ~~ 13吊、伸事仮面劇� 

I ( 官咋!Jhl1ltt川() ~栴枠 カか、 ら梢うff時恥� 

iJ1)、JJfj紀伊守によって、伝授された

3 wu，、

主純!昨で了「行7E無!t照!民わせてf7什� tいます。また、その

ボJじが全てむ!fiで車内fする特徴をもち、� 

Iliい伝統があります。内容は、五穀豊

師、Ii:体健全を祈願する行行の舞をは� 

プi、L、

成i司村弘太々 付ぷ長

神社の例大1 1:長はIHTIIこの太々 ド� VJ 付浅r

祭にギネ|りされるものです。前々から行

われていた判11楽は 時絶えたと思われ

ますが、 J!~ (f、行われている神楽は、江

消水八幡宮より時ののイ[1)(行に)~'~dOJJ 

鉦・拍子木などで、舞に使われるのは

面・太刀・ 鉾 ・冠 ・ f等々があ鈴 ・扇-

ります。

神事舞の第� 1I五行の舞J(木火士金

水1ュ柱神五色弊の舞)は� 10歳前後の少

手重 ま頁

所在地

管理者

指 定 年 月 日 �  

女によって舞われ、県内外の催し物に

出演して、全国的に注日されていま

す。

この神楽は保存会の皆さんによって

大切に伝承されています。� 

. 町指定無形艮T是正文itJ!オ� 

. 六郷町宮原� 1番地・5妄聞神社神非合� 

. 昭和�  51年� 4月� 1日

じめ 1-.f.:1譲りを無言劇化 したり 、勧善

懲J41をもり こんだりと多岐にわたって

います。

雑(-に他われるのは、笛・太鼓・



手重 主頁 . 田了指定天熱記念物

戸斤 在 士也 . 六郷町鴨0~:宋向 867 香土也

管 王里 者 . 城山神社

指定年月 日 . 昭和  53年 10月 20日

|上|子安神社御神木と称し、双幹の

容:;:;・樹汗，校張りや岩盤上の根張り

の出しさ等、生態的に学術上の価値

多大であると して、町の天然記念物

に指定されました。

構造および形態等の特徴として、

制凶りは 6.70m、樹高は 14mあります。

刷齢は5∞句ないし正必年と推定され、

、7.60m|有 .3Om、9、同50m枝張り 、点り 

北 10.80m(指定時の数値)。樹形が北

北白 lに向かって 70度に二支幹に聞き

何IL)てわり、北側根元に二体の石仏

を抱2"込んでいます。地元では保存

会をつくり 、双幹の棒を見守ってい

ます。

子う かん けやき

ヌえ 幹 の 格
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手重 主頁 回丁指定建造 物

所在地 ずで吉野田丁岩間� 8221番地司� 

管 理者 え乗寺

指定年月日 日召辛口� 58勾三3月� 10日大余守ム粉砕 

1l.輪塔は密教の塔婆の ー形式で、

下から� }J形・球形・ 三角形 ・、ド球形・

団形の五古� 1¥を積み上げて、地輪� . 7l< 

l愉・火愉・風愉 ・空輸の五大をあ らわ

し、平安時代中期から作られるよう

になり ました。

この五輪塔は現在空輸 ・風輸の部

分を亡失して別物を重ねていますの

トーで児様な感じがしますが、火輪以

の I~-: J さが 1 m あり、造建当初の巨大な

培)杉に、由緒の深さを秘めています。

材質は、古遺品によく みる角牒凝

灰出であり、総じて鎌倉末期の様風

を示 し、 トっても南北朝期を出ない

ころの遺構です。

また、水輪ω匹l方に党'ナ'で問中~~の

パ字を刻出していますが、� fヰイホの雌

健さや力強い薬研周� 5の刀法など、か

すかながらも風化されたなかに うか

がえます。

「甲斐国志j には 「大乗寺ノ境� 1人l二

荒墳一基ヲ存セリ 里人巌間服ノ 墓 ト

f，J;シテ香火ヲ供ス其古事ハ伝ハラス」

と認されています。



種 類 . 回了指定建造物

所在地 . τ吋!!~回了楠首 495 香地の 

1・2

管理者 ・ 15&努神日月宮氏子総代

指定年月日  . 昭和 58年 3月 10日 na伊勢~\f}f，l玄本及

この建物は棟札によれば、寛政5

年(793)9月依田仲右衛門ら 10人

の世話人を中心に氏子が一体と

なって、時の名工西河内領下山村

の大工竹下源蔵を棟梁に竣工しま

した。

当社殿は一 聞社流造で桁行  

1.08m.梁間 O.9mの規模の小建築で、

すが入念な施工がみられます。

石造の基壇上、井桁に組まれた

土台の上に建つ身舎は円柱、頭貫

の木鼻は絵様入り、斗棋は拳鼻付

き出来且で、車干支輪は波に員を配刻

してあります。

虹梁の彫出や二軒繁梧、また破

風板には六葉、樽の口付のかぶら

懸魚、をさげて桁を隠して、いずれ

も美しい形態をみせ、 屋上には符 i

棟を置き菊と桐の紋章を着けてい

ます。 u:面の出入りは板扉の両聞

きで左右の小脇ばめには上 り屯、

下り竜の彫刻を首長めであります。

向拝の柱は凡帳間取の角柱、虫[

梁状の頭賓の両端は阿昨形の描 i-pf

彫の木鼻や、斗組の聞の墓股など

江戸中期の特色が端的に表現され

た建築であり、創建当初の姿をい

まに伝えており、建築上の基本資

料を完存してお りま す。

圃・・・・・・・・・6 
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類 . 町指定彫刻

所在地  . -;吋!!~町落屠 6552 番地

管理者  . 蒔尾ヲテ檀家総 代j本防水迭件後杖jゑ
種

指 定 年 月 日  . 昭和 58年 3月 10日

この像は、曹洞宗光岳寺法堂に

接した 隅に柑られています。

「往古真言宗であった浄善寺末の

藤尾寺の本尊であったが、天文 24

年(J555)7月浄善寺が日蓮宗に転

じたため不都合となり 、他宗の寺

院に譲渡動坐したものである」と

浄汚寺由緒書にあります。

像は、 寄木造りで玉眼が巌入さ

れた彩色像で、両手のほか左右 20

の坐像です。現在は、 左右とも似 IJ干

の一部を失っていますが、胸前、!陸

上には合掌手、持鉢手がそのまま

残されています。

この千手観音像は木寄せの法や

細部の技法からみても室町則を降

らないと思われますが、明治 3S年 

(J902)に加修されたとき作作を損

ねたことが惜しまれます。

奉記されたこの像の巨人さから

本の側手を持ち、大仏座の上に右 ;'
'iみても深く信仰する願干の!'i 'Iが

足を前にして結蜘昧坐する 110cm うかがわれます。



手重 ま頁 回了指定絵画

所在地 六郷町宮原  1310香地

管理 者 本定予

指定年月日 昭和国年  3月 10日 

IE繋 図は 、釈迦が印度の  

掲羅の沙羅双樹の問で入滅さ1¥拘戸方

れた時の光景を描いたものです。こ

の迎繋図は、紙木淡彩で、画面の縦 

2.09m、横幅は l.3Smの大きさで、僧の

日111闘が元禄5年 (1692)に図絵したも

のです。

その特色は、画面の上部、豊かに流
にれん  U んが

れる尼連禅河の上方遥かの雲表に

『南無妙法連華経』と記されているこ

と、また、これを挟んで右方に摩耶夫

人、 左に天女の姿が大きく描かれて

いる点です。

概して、無名の仏両jの多い中で、年

代と作者の明確な点はまことに貫重

です。

欽4LJM54え泡j更す長崎
 

'j 
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よ 寸
手重 ま頁 町指定エ芸

所在地 六郷町鴨 狩� f意向� 867番地~ 管 理 者 京 前 寺

指定年月日 日召手口� 58勾三� 3月� 10日すす -cr 免� 多重
•••• 

iL，陀姉は、，}，I'::jliij 

は、「府中(印ili物自$}fで、$1fj1Ci)の� :;(16

r I初期日月Is' 2年

Vj }i'!純� 11 

山) (仁fi:の Hi1 ij)<.助山次 ・同弥tL 

府太田IIIであ り、(ー J'rJ1，'，:久t，，il"jl，tij!

111) 也 、'J'f山の� ftPRもこのおu-が鈎jiE

してい す。� 

11引火は、� iul"::i 135じ� 111・fiiI身li奇J(河川.� 

1i1 '

II)'/Xlill・駒� 

1州人I'::j2ex:111 ' 1 ~i1 H~経 1 2(: 111 '円縦� 81cm' 

If¥I'::i ocm '乳数� 1(約俗|・

年代の趣をIJ北側J+j‘で2:;""叫じ，;1'人のjλi附� 

のこし ていあといわれます。

汁
‘
ず
の
げ 



種 類� . 回了指定建造物
ほん (ょう r"、う

所在 地� . 六郷田丁落居� 1918香士也

管理考�  . 本照寺

指定年月日�  . 昭手口 58年� 3月� 10日
，堂寺本~?l本� 

この本堂は、江戸時代初期の末葉、


住持2代にわたり篤信な隣郷近在の檀


信徒の総力を集めて、下山村大工棟梁


石川伝衛門の手により元禄� 4年(1691)


閏9月24日に建立されました。


亀腹的土壇の上に正由� 5問、側面6
まま

閉
ま

入母屋造、� l問の向拝がつく茅葺の建

物であり、現在はrtl!.鉛引き鉄板で屋根


を覆っています。


本堂外回りの大面取角柱、勾欄付の
丸よるまた

切目縁、和様の平三斗・墓股等来日物や、


内閣の円柱、欄聞の唐獅子 ・干し雀等極

ごうてんじ伝 う

彩色厚肉の彫刻、華麗な絵入格天井。


また向拝上端に虹梁の買を通し両端を


飾る阿昨の獅子彫の木鼻など、江戸文


化が華開く元禄建築の代表的な遺構で


あります。


圃園田園・ ・�  
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liん (ょう	 
手重 生頁 町指定工芸

所在地 プモ吉野町落烏 1918香 地

管理者 本照寺子

指 定 年 月 日 昭和田年3月 10日* ~?l づ守免多量
本!1L1f守党錨は清新な町人文化勃 

~iili則元禄 9 /rf二 (1696) の鋳造で、鋳

物(:rliは 「府中(甲府)在住の小田切 

I-A衛門知倍、野沢忠左門義就」で

あり 、この小田切は白州町清泰寺

仙の党鈍も鋳造しています。

形状は、通高 148cm.竜頭高 30cm・

午1JIち高 35cm.鐘身高 104こm.撞座高  

口78.5cm.円経15cm.・陪座経 mりじ2

出り 5cm.駒爪高 6c m.乳数 J08個-

t!iíVîb.，~)j比 27.9 %で乳数 108個はいわ

ゆる同八煩悩に意味づけたものに

なり、江戸時代において鋳造最盛

期の所産であります。
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神輿は神霊が本社から他所に渡御さ 神輿の形状 ・寸法は南山;が約 4α)kg

れるとき、奉安する輿のことです。こ (百貫みこしの称あり)、 高さは 18{km、

似 M i
ー

μ み
ゑ百

よ釦 日嵐ハ

  種 類 . 田了指定工芸

所在地  . 六郷町宮原 1香土也

管理 者  . 浅間神社

指定年月 日 . 昭和  62年 3月 14日 4
W 1
 

百|の渡御を、御幸 ・お旅と称します。 間口 180cm、奥行 180cmであり 、似 HHI

この神社の御幸は「河内御幸」 とよ

ばれ、甲州 三御幸の一つで公祭として

「古ハ束河内領十島ヨリ落居二至ル西

河内領南部ヨ リ箱削ニ至ル諸村ヨ リ人

夫ヲ出シテ供奉 J(甲斐国志)していま

した。

この神輿は、山梨県における三大神

輿のーっといわれ、下山宿大工棟梁石

川七郎左衛門源事甫により文化 13年 

(1816)丙子 8月吉日に建造されました。

建造当時の世話人は葛龍沢の加藤金兵

衛、宮司は内藤紀伊守代であります。

所少なく優美精織の形状外観 Jlによく

保持されて今卜|に及んでいます。
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